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90秒でわかる今週 エグゼクティブサマリー
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水素エネルギー:個別発表から認定証拠へ境界が移動
日本語記事10件を棚卸しし、意思決定に重要なテーマを選定した。

シグナル 01 | 電源・原料

ReverionのSOEC/SOFC|電気効率74.2%達成
とメガファクトリー建設
Reverion社は、固体酸化物電解槽(SOEC)および固体酸化物燃料
電池(SOFC)技術を基盤としたメガファクトリーを建設するため、
1億5000万ユーロを超える資金を調達しました。同社は、顧客サ
イトで稼働中のプラントで、火力発電所としては世界記録とな
る74.2%の電気効率を達成したと発表しています。このリバー
シブルシステムは、電力需要時にはガスから発電し、余剰電力
がある場合には電解槽として電気を貯蔵可能なガスに変換でき、
エネルギーの柔軟な管理と脱炭素化を可能にします。

シグナル 02 | 製造

AEM電解槽とは|Power to Hydrogen、
500kW商用生産開始
Power to Hydrogen (P2H2)は、ベルギーのアントワープ・ブルー
ジュ港で500kWのAEM電解槽システムによる商用グリーン水素
生産を開始しました。これは、250kW AEMスタックの初の商用
展開であり、年間最大70トンのグリーン水素を生産し、地域の
モビリティおよび産業顧客に供給する予定です。このシステム
は、50,000時間以上のスタック寿命と2 mV/kHrの低劣化率、さ
らにイリジウムフリー触媒の使用という画期的な技術的成果を
実証しています。

シグナル 03 | 貯蔵・輸送

SOFCの性能とは|Wevolverが詳報、電気効率
53-65%と総合効率90%超
Wevolverが固体酸化物燃料電池(SOFC)の動作原理と性能に関す
る詳細記事を公開しました。商用SOFCシステムは、天然ガスで
53%から65%(LHV)の電気効率を達成し、排熱回収により90%以
上の総合効率を実現しています。また、ニッケル補助ガドリニ
ウムドープセリアアノードを用いたセルでは、温度を500°Cから
800°Cに上昇させることで出力密度が約0.094 W/cm2から0.184
W/cm2に倍増することが示されました。

シグナル 04 | 需要用途

ReverionのSOFC性能|電気効率74.2%達成と
1億7500万ドルの調達
Reverion社は、炭素負の発電プラントを10倍に拡大するため、1
億7500万ドル(約1億5300万ユーロ)を調達しました。同社の固体
酸化物燃料電池(SOFC)技術は、顧客運用下のプラントで世界記
録となる74.2%の電気効率を実証しています。このシステムは、
電解槽としても機能し、余剰電力を貯蔵可能なガスに変換でき
るリバーシブルな特徴を持つため、エネルギー貯蔵と利用の柔
軟性を劇的に向上させます。この大型資金調達は、Reverionの
技術がエネルギー産業の脱炭素化と効率向上に貢献する大きな
可能性を示しています。

編集判断

今週の経営判断は 需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要 に集中する。自社条件で関連証拠
を再現できる場合だけ次へ進む。

経営の3アクション
1. 事業会社: 引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて案件を比較する.
2. 供給企業: 材料・装置性能を稼働率、安全、保守、着荷原価へ接続する.
3. 経営層: 引取、電力価格、効率、稼働率、許認可、輸送、補助.

証拠の読み方
FACTは収集記事に書かれた内容、事業への読みとACTIONは編集判断、UNKNOWNは記事だけでは確定しない項目を示す。リンク先が
あることだけで、全主張が独立検証済みとは扱わない。



今週の主要数値 条件付き証拠
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条件と一緒に読む主要数値・証拠5件

1億
A05

数値の条件

Reverion社は、固体酸化物電解槽(SOEC)および固体酸化物燃料電池(SOFC)技術を基盤としたメ
ガファクトリーを建設するため、1億5000万ユーロを超える資金を調達しました。同社は、顧
客サイトで稼働中のプラントで、火力発電所としては世界記録となる74.2%の電気効率を達成
したと発表しています。

500kW
A06

数値の条件

Power to Hydrogen (P2H2)は、ベルギーのアントワープ・ブルージュ港で500kWのAEM電解槽
システムによる商用グリーン水素生産を開始しました。これは、250kW AEMスタックの初の商
用展開であり、年間最大70トンのグリーン水素を生産し、地域のモビリティおよび産業顧客に
供給する予定です。

53%
A01

数値の条件

Wevolverが固体酸化物燃料電池(SOFC)の動作原理と性能に関する詳細記事を公開しました。商
用SOFCシステムは、天然ガスで53%から65%(LHV)の電気効率を達成し、排熱回収により90%
以上の総合効率を実現しています。また、ニッケル補助ガドリニウムドープセリアアノードを
用いたセルでは、温度を500°Cから800°Cに上昇させることで出力密度が約0.094 W/cm2から
0.184 W/cm2に倍増することが示されました。

10倍
A04

数値の条件

Reverion社は、炭素負の発電プラントを10倍に拡大するため、1億7500万ドル(約1億5300万ユー
ロ)を調達しました。同社の固体酸化物燃料電池(SOFC)技術は、顧客運用下のプラントで世界記
録となる74.2%の電気効率を実証しています。このシステムは、電解槽としても機能し、余剰
電力を貯蔵可能なガスに変換できるリバーシブルな特徴を持つため、エネルギー貯蔵と利用の
柔軟性を劇的に向上させます。

120kW
A09

数値の条件

東風汽車はハノーバーで、120kW、150kW、400kWの3種類の燃料電池スタックを搭載した水
素商用車の「フルファミリー」を発表しました。これらの車両は、最大効率65%、質量出力密
度1,350W/kg、サービス寿命33,000時間以上、最低動作温度-40°Cという優れた性能を誇ります。

数値の読み方
数値は収集記事が示した条件と一緒に掲載する。試験法、寸法、温度、商用段階が異なる値を、条件補正なしで比較しな
い。



境界はどこで動いたか バリューチェーン / 証拠
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バリューチェーンはどこで動いたか
各段階に主テーマと補助テーマを接続する。矢印は装飾ではなく、次工程へ渡す証拠を示す。

1

電源・原料
P01/P06

Reverion社は、固体酸
化物電解槽(SOEC)およ
び固体酸化物燃料電池
(SOFC)技術を基盤とし
たメガファクトリーを
建設するため、1億5000
万ユーロを超える資金
を調達しました。

2

製造
P02/P07

Power to Hydrogen
(P2H2)は、ベルギーの
アントワープ・ブルー
ジュ港で500kWのAEM
電解槽システムによる
商用グリーン水素生産
を開始しました。

3

貯蔵・輸送
P03/P08

Wevolverが固体酸化物
燃料電池(SOFC)の動作
原理と性能に関する詳
細記事を公開しました。
商用SOFCシステムは、
天然ガスで53%から
65%(LHV)の電気効率を
達成し、排熱回収によ
り90%以上の総合効率
を実現しています。

4

需要用途
P04/P09

Reverion社は、炭素負
の発電プラントを10倍
に拡大するため、1億
7500万ドル(約1億5300
万ユーロ)を調達しまし
た。同社の固体酸化物
燃料電池(SOFC)技術は、
顧客運用下のプラント
で世界記録となる
74.2%の電気効率を実
証しています。

5

市場・政策
P05/P10

東風汽車はハノーバー
で、120kW、150kW、
400kWの3種類の燃料電
池スタックを搭載した
水素商用車の「フルファ
ミリー」を発表しまし
た。

各受渡しで必要な証拠

電源・原料 → 製造 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 引取、電力価格、効率、
稼働率、許認可、輸送、補助.

製造 → 貯蔵・輸送 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 引取、電力価格、効率、
稼働率、許認可、輸送、補助.

貯蔵・輸送 → 需要用途 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 引取、電力価格、効率、
稼働率、許認可、輸送、補助.

需要用途 → 市場・政策 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 引取、電力価格、効率、
稼働率、許認可、輸送、補助.

共通管理点

担当者が関連証拠を再現し、次を記録するまで商用判断へ進めない: 引取、電力価格、効率、稼働
率、許認可、輸送、補助.



プライオリティマップ 成熟度 / 次の判断場所
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プライオリティマップ:実装成熟度と次の判断場所

次の判断場所（上下は優劣を示さない）

実装成熟度 →

研究 試作 共同評価 製品採用 量産

技術・工程

システム・導入

事業・制度・供給 P01

P02
P03 P04 P05 P06

P07

P08

P09

P10

P01 ReverionのSOEC/SOFC|電気効率
74.2%達成とメガファクトリー建設
事業・制度・供給 | 根拠: 生産能力

P02 AEM電解槽とは|Power to Hydrogen、
500kW商用生産開始
システム・導入 | 根拠: 商用

P03 SOFCの性能とは|Wevolverが詳報、電
気効率53-65%と総合効率90%超
システム・導入 | 根拠: 商用

P04 ReverionのSOFC性能|電気効率74.2%
達成と1億7500万ドルの調達
システム・導入 | 根拠: 顧客

P05 東風汽車の水素商用車|最大400kW、航
続距離800km超の性能
システム・導入 | 根拠: 商用

P06 IVECOとトヨタの水素トラック|300kW
搭載、2027年路上試験へ
システム・導入 | 根拠: システム

P07 IHFCAの技術標準とは|極低温圧縮水素
など4項目の策定開始と目的
事業・制度・供給 | 根拠: 標準

P08 AEMFC向け非白金触媒|東北大らが世
界最高出力密度902mW/cm2を達成
システム・導入 | 根拠: システム

P09 純水素エンジン搭載船 紀光丸|世界初
のデモ航海、実証結果とは
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P10 SwRIの水素エンジン|中型商用車向け、
ディーゼル同等性能を実現
システム・導入 | 根拠: 商用

再現可能な配置ルール
横軸は研究・試作・共同評価・製品採用・量産の5段階。縦の帯は次の判断場所を技術・工程、システム・導入、事業・制度・供給に分
ける。まず記事見出しの根拠語を使い、見出しで判断できない場合だけ概要を参照する。上下は影響の大小を意味しない。円径は編集ス
コアを示す。



重点テーマ 01-02 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P01 ReverionのSOEC/SOFC|電気効率74.2%達成とメガファクトリー建設

A05 | 電源・原料 | 製品採用 日付未収録

FACT
Reverion社は、固体酸化物電解槽(SOEC)および固体酸化物燃料
電池(SOFC)技術を基盤としたメガファクトリーを建設するため、
1億5000万ユーロを超える資金を調達しました。同社は、顧客
サイトで稼働中のプラントで、火力発電所としては世界記録と
なる74.2%の電気効率を達成したと発表しています。このリバー
シブルシステムは、電力需要時にはガスから発電し、余剰電力
がある場合には電解槽として電気を貯蔵可能なガスに変換でき、
エネルギーの柔軟な管理と脱炭素化を可能にします。この大規
模な資金調達は、Reverionの革新的な技術の商業化と生産能力
の大幅な拡大を加速させるものです。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP01の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: 事業・制度・供給

P02 AEM電解槽とは|Power to Hydrogen、500kW商用生産開始

A06 | 製造 | 製品採用 日付未収録

FACT
Power to Hydrogen (P2H2)は、ベルギーのアントワープ・ブルー
ジュ港で500kWのAEM電解槽システムによる商用グリーン水素
生産を開始しました。これは、250kW AEMスタックの初の商用
展開であり、年間最大70トンのグリーン水素を生産し、地域の
モビリティおよび産業顧客に供給する予定です。このシステム
は、50,000時間以上のスタック寿命と2 mV/kHrの低劣化率、さ
らにイリジウムフリー触媒の使用という画期的な技術的成果を
実証しています。これらの進歩は、グリーン水素生産のコスト
削減と持続可能性向上に大きく貢献し、広範な商用導入への道
を開くものです。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP02の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 03-04 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P03 SOFCの性能とは|Wevolverが詳報、電気効率53-65%と総合効率90%超

A01 | 貯蔵・輸送 | 研究 日付未収録

FACT
Wevolverが固体酸化物燃料電池(SOFC)の動作原理と性能に関
する詳細記事を公開しました。商用SOFCシステムは、天然ガ
スで53%から65%(LHV)の電気効率を達成し、排熱回収により
90%以上の総合効率を実現しています。また、ニッケル補助ガ
ドリニウムドープセリアアノードを用いたセルでは、温度を
500°Cから800°Cに上昇させることで出力密度が約0.094 W/cm2
から0.184 W/cm2に倍増することが示されました。これらのデー
タは、SOFCが分散型電源として高い効率と柔軟性を持つこと
を示唆しています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP03の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: システム・導入

P04 ReverionのSOFC性能|電気効率74.2%達成と1億7500万ドルの調達

A04 | 需要用途 | 共同評価 日付未収録

FACT
Reverion社は、炭素負の発電プラントを10倍に拡大するため、
1億7500万ドル(約1億5300万ユーロ)を調達しました。同社の固
体酸化物燃料電池(SOFC)技術は、顧客運用下のプラントで世界
記録となる74.2%の電気効率を実証しています。このシステム
は、電解槽としても機能し、余剰電力を貯蔵可能なガスに変換
できるリバーシブルな特徴を持つため、エネルギー貯蔵と利用
の柔軟性を劇的に向上させます。この大型資金調達は、
Reverionの技術がエネルギー産業の脱炭素化と効率向上に貢献
する大きな可能性を示しています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP04の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 05-06 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN

Troy Technical | 水素エネルギー | 情報カットオフ 2026-10-02 08

FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P05 東風汽車の水素商用車|最大400kW、航続距離800km超の性能

A09 | 市場・政策 | 製品採用 日付未収録

FACT
東風汽車はハノーバーで、120kW、150kW、400kWの3種類の
燃料電池スタックを搭載した水素商用車の「フルファミリー」
を発表しました。これらの車両は、最大効率65%、質量出力密
度1,350W/kg、サービス寿命33,000時間以上、最低動作温度
-40°Cという優れた性能を誇ります。さらに、500~800kmの航
続距離と多様な水素貯蔵システム(260L/35MPa、400L/70MPa)
を備えており、中国の水素モビリティにおける技術リーダーシッ
プを明確に示しています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP05の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入

P06 IVECOとトヨタの水素トラック|300kW搭載、2027年路上試験へ

A07 | 電源・原料 | 製品採用 日付未収録

FACT
IVECOとトヨタは、次世代燃料電池技術を搭載した長距離水素
トラックの開発を加速しています。目標は、900km以上の航続
距離、300kWの燃料電池システム、25,000時間以上の耐久性を
達成し、バッテリー容量を半減させつつ車両重量を軽量化する
ことです。2026年第4四半期に試験を開始し、2027年前半には
路上試験が予定されており、欧州の脱炭素化された重輸送分野
に大きな影響を与えることが期待されます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP06の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 07-08 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN

Troy Technical | 水素エネルギー | 情報カットオフ 2026-10-02 09

FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P07 IHFCAの技術標準とは|極低温圧縮水素など4項目の策定開始と目的

A03 | 製造 | 試作 日付未収録

FACT
国際水素燃料電池協会(IHFCA)が、水素技術に関する4つの新し
い技術標準の開発を正式に開始しました。これには、極低温圧
縮水素、定置型固体水素貯蔵、燃料電池トラック用水素交換シ
ステム、および分散型発電用金属水素化物貯蔵が含まれます。
これらの標準化の取り組みは、グローバルな技術要件を統一し、
国際貿易における障壁を低減することを目的としています。水
素市場の急速な成長を背景に、規制のギャップを埋め、産業の
健全な発展を促進する上で極めて重要な一歩となります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP07の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 事業・制度・供給

P08 AEMFC向け非白金触媒|東北大らが世界最高出力密度902mW/cm2を達成

A02 | 貯蔵・輸送 | 試作 日付未収録

FACT
東北大学、イスラエル工科大学、北海道大学、AZUL Energy
Inc.の研究チームが、白金を使用しないアニオン交換膜燃料電
池(AEMFC)向け触媒で、902ミリワット/平方センチメートルと
いう世界記録の出力密度を達成しました。この新開発の炭素担
持型青色顔料触媒は、金属フタロシアニンをベースとする
AEMFCカソードとして過去最高の性能を示し、従来の白金系触
媒に匹敵する効率を実現します。これにより、燃料電池のコス
ト大幅削減と普及加速に道を開き、持続可能なエネルギーシス
テム構築に貢献する画期的な進歩です。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP08の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 09-10 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN

Troy Technical | 水素エネルギー | 情報カットオフ 2026-10-02 10

FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P09 純水素エンジン搭載船 紀光丸|世界初のデモ航海、実証結果とは

A10 | 需要用途 | 製品採用 日付未収録

FACT
大阪湾で、純粋な水素のみを燃料とするエンジンを搭載した「
紀光丸」による世界初の実証航海が成功裏に完了しました。こ
の歴史的な航海は、水素エンジンが実際の海上運航において実
行可能かつ効率的であることを示し、ゼロエミッション船舶技
術の実現に向けた重要なマイルストーンを築きました。本プロ
ジェクトは、日本の海事産業における脱炭素化へのコミットメ
ントを明確に示し、国際海運のグリーン化を加速させる可能性
を秘めています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP09の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: 技術・工程

P10 SwRIの水素エンジン|中型商用車向け、ディーゼル同等性能を実現

A08 | 市場・政策 | 試作 日付未収録

FACT
サウスウエスト研究所(SwRI)は、中型商用車向けに最適化され
た火花点火式水素内燃機関(ICE)の開発を完了し、排気ガスから
の二酸化炭素排出をほぼゼロに抑えながら、ディーゼルエンジ
ンに匹敵するトルクと性能を実現しました。この画期的な技術
は、ポート形状の最適化、大型吸気バルブ、水素専用燃料噴射
装置、ターボチャージャーなどの具体的な設計変更によって達
成されました。これにより、商用車部門における脱炭素化が大
きく前進し、環境負荷の低い高性能な輸送ソリューションの実
現が期待されます。今回の成功は、水素ICE技術の商業的実現
可能性を高める重要なマイルストーンとなります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「需要地点着の水素原価、インフラ、確定需要」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接続する。

ACTION
30日以内に、引取契約、電源、変換損失、物流、政策を揃えて
案件を比較する。結果と担当者をP10の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 引取、電力価格、効率、稼働率、
許認可、輸送、補助。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: システム・導入



プレイブックとロードマップ 担当 / ゲート / 成果物

Troy Technical | 水素エネルギー | 情報カットオフ 2026-10-02 11

関係者別プレイブックと0-5年ロードマップ

関係者 NOW | 0-30日 NEXT | 1-12か月 LATER | 1-5年

事業会社 引取契約、電源、変換損失、
物流、政策を揃えて案件を
比較する

量産相当条件で受入基準と
停止基準を明示して評価す
る。

技術・供給者の変更を吸収
できるポートフォリオと設
計へ移る。

材料・装置・技術企業 材料・装置性能を稼働率、
安全、保守、着荷原価へ接
続する

顧客と信頼性・工程窓・故
障解析の共通データを作る。

界面、履歴、ライフサイク
ル支援、回収サービスを標
準化する。

商社・投資・法務 Map 引取、電力価格、効率、
稼働率、許認可、輸送、補
助.

能力、品質、変更通知、責
任、代替、撤退を契約へ入
れる。

地域・技術・顧客の集中リ
スクを分散する。

ロードマップ

NOW | 0-30日

証拠台帳
担当: Strategy + quality
成果物: claim, source, condition,
owner

NOW | 0-30日

リスク選別
担当: Procurement + legal
成果物: unknowns, alternatives, stop

NEXT | 1-12か月

共同認定
担当: R&D + supplier
成果物: 工程窓・故障データ

NEXT | 1-12か月

商用ゲート
担当: Business + finance
成果物: 単位採算・供給能力

LATER | 1-5年

プラットフォーム戦略
担当: 経営
成果物: ポートフォリオ・界面ロードマッ
プ

LATER | 1-5年

サービス層
担当: Operations + channel
成果物: 監視・保守・回復

Go / No-Goゲート

ゲート 担当 必要な証拠 中止条件

G1 証拠 品質 出典・試験条件・再現性 追跡可能な証拠なし

G2 統合 研究開発 界面・工程窓・故障解析 システム条件を満たさない

G3 商用 事業 能力・総原価・契約・代替 採算または供給が成立しない

G4 運用 運用 監視・保守・変更通知・撤退 責任ある運用計画なし
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分析対象記事 | 01-10件目
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ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A01 SOFCの性能とは|Wevolverが詳報、電気効率53-65%と総合効率
90%超

https://www.wevolver.com/article/solid-oxide-fuel-cell-how-it-works-m
aterials-and-design-trade-offs

A02 AEMFC向け非白金触媒|東北大らが世界最高出力密度902mW/cm2
を達成

https://www.aseanmachine.com/en/news/new-blue-catalyst-breaks-fue
l-cell-efficiency-records-l0ap

A03 IHFCAの技術標準とは|極低温圧縮水素など4項目の策定開始と目的 https://autonews.gasgoo.com/articles/ev/international-hydrogen-fuel-c
ell-association-initiates-four-standards-including-cryo-compressed-hydr
ogen-2105205226604027905

A04 ReverionのSOFC性能|電気効率74.2%達成と1億7500万ドルの調達 https://onestopesg.com/esg-news/reverion-series-b-fuel-cell

A05 ReverionのSOEC/SOFC|電気効率74.2%達成とメガファクトリー
建設

https://www.munich-startup.de/en/news/150-millionen-euro-fuer-reveri
on-megafactory

A06 AEM電解槽とは|Power to Hydrogen、500kW商用生産開始 https://www.portofantwerpbruges.com/en/news/power-hydrogen-begin
s-commercial-green-hydrogen-production

A07 IVECOとトヨタの水素トラック|300kW搭載、2027年路上試験へ https://truckandfleetme.com/news/iveco-and-toyota-target-longer-rang
e-hydrogen-trucks-with-next-generation-fuel-cell-technology/

A08 SwRIの水素エンジン|中型商用車向け、ディーゼル同等性能を実現 https://www.indexbox.io/blog/swri-completes-optimized-hydrogen-engi
ne-for-medium-duty-trucks/

A09 東風汽車の水素商用車|最大400kW、航続距離800km超の性能 https://ctinsa.com/ccnes/9644

A10 純水素エンジン搭載船 紀光丸|世界初のデモ航海、実証結果とは https://www.indexbox.io/blog/japans-kiko-maru-completes-world-first-
hydrogen-only-engine-demonstration-voyage-in-osaka-bay/
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#10 純水素エンジン搭載船 紀光丸｜世界初のデモ航海、実証結果とは



#01 SOFCの性能とは｜Wevolverが詳報、電気効率

53-65%と総合効率90%超

概要

Wevolverが固体酸化物燃料電池（SOFC）の動作原理と性能に関する詳細記事を公開

しました。商用SOFCシステムは、天然ガスで53%から65%（LHV）の電気効率を達

成し、排熱回収により90%以上の総合効率を実現しています。また、ニッケル補助ガ

ドリニウムドープセリアアノードを用いたセルでは、温度を500℃から800℃に上昇さ

せることで出力密度が約0.094 W/cm²から0.184 W/cm²に倍増することが示されま

した。これらのデータは、SOFCが分散型電源として高い効率と柔軟性を持つことを

示唆しています。

公開日 2026年09月29日  Wevolver  不明



詳細

主要成果

Wevolverの記事は、固体酸化物燃料電池（SOFC）の最新の進歩を詳述し、商用SOFC

システムが天然ガス使用時に53%から65%（LHV）という高い電気効率を達成してい

ることを報告しました。さらに、排熱を回収することで総合効率は90%以上に達すると

され、ニッケル補助ガドリニウムドープセリアアノードを用いたセルでは、温度上昇に

伴う出力密度の顕著な向上も示されました。

技術・臨床詳細

SOFCは、高温（通常600℃～1000℃）で動作する電気化学デバイスであり、水素、

天然ガス、バイオガスなどの多様な燃料を直接利用して、高効率で電力を生成できま

す。本記事によれば、商用SOFCシステムの電気効率は、特に天然ガスを燃料とした場

合、低位発熱量（LHV）基準で53%から65%に達します。これは、従来の火力発電と

比較しても非常に高い数値です。さらに、SOFCは高温で排熱を発生するため、この熱

を熱電併給（CHP）システムで回収することで、総合エネルギー効率を90%以上にまで

高めることが可能です。記事では、ニッケル補助ガドリニウムドープセリア（GDC）ア

ノードを用いた特定のセル研究について触れており、セル温度を500℃から800℃に上

昇させることで、出力密度が約0.094 W/cm²から0.184 W/cm²へとほぼ倍増すること

が示されています。このデータは、SOFCの性能が動作温度に強く依存すること、およ

び適切な材料選択と設計が高出力化に不可欠であることを強調しています。

背景・業界文脈

分散型発電とクリーンエネルギーへの移行が加速する中で、SOFCは、その高い効率、

燃料多様性、および低排出ガス特性から、注目される技術です。特に、大規模な集中型

発電所に比べて、送電ロスが少ない分散型電源としてのSOFCの役割は大きいです。排

熱利用による高総合効率は、産業施設、商業ビル、データセンターなど、電力と熱の両

方を必要とするアプリケーションにおいて、SOFCを経済的に魅力的な選択肢としま

す。GDCアノードに関する研究は、SOFCの主要構成要素である電極材料の最適化が、

システム全体の性能向上に不可欠であることを示しており、材料科学の進歩がSOFC技

術の商業化を牽引していることを裏付けています。



今後の展望

SOFC技術は、今後もさらなる効率向上とコスト削減が期待されています。特に、電極

材料や電解質の開発、スタック設計の最適化、および製造プロセスの改良が、市場への

浸透を加速させる鍵となるでしょう。高出力密度と高効率を両立させることで、SOFC

はより小型で強力なシステムへと進化し、住宅用から産業用まで、幅広い電力供給ニー

ズに対応できるようになります。このような進歩は、持続可能でレジリエントなエネル

ギーインフラの構築に大きく貢献し、化石燃料への依存を低減する上で重要な役割を果

たすでしょう。

元記事: https://www.wevolver.com/article/solid-oxide-fuel-cell-how-it-works-materials-and-

design-trade-offs

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.wevolver.com/article/solid-oxide-fuel-cell-how-it-works-materials-and-design-trade-offs
https://www.wevolver.com/article/solid-oxide-fuel-cell-how-it-works-materials-and-design-trade-offs


#02 AEMFC向け非白金触媒｜東北大らが世界最高出力

密度902mW/cm2を達成

概要

東北大学、イスラエル工科大学、北海道大学、AZUL Energy Inc.の研究チームが、白

金を使用しないアニオン交換膜燃料電池（AEMFC）向け触媒で、902ミリワット/平

方センチメートルという世界記録の出力密度を達成しました。この新開発の炭素担持

型青色顔料触媒は、金属フタロシアニンをベースとするAEMFCカソードとして過去最

高の性能を示し、従来の白金系触媒に匹敵する効率を実現します。これにより、燃料

電池のコスト大幅削減と普及加速に道を開き、持続可能なエネルギーシステム構築に

貢献する画期的な進歩です。

公開日 2026年09月30日  ASEAN Machine (Facebook reporting on research)  日本



詳細

主要成果

東北大学、イスラエル工科大学（Technion）、北海道大学、AZUL Energy Inc.からな

る国際研究チームは、アニオン交換膜燃料電池（AEMFC）において、白金を使用しな

い新しい触媒で902ミリワット/平方センチメートル（mW/cm²）という世界記録の出

力密度を達成しました。この成果は、高価な白金に依存しない燃料電池の実用化に向け

た大きな一歩であり、燃料電池技術の普及を加速させる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

今回開発された触媒は、炭素担持型青色顔料をベースとしたもので、特にAEMFCのカ

ソード反応において優れた性能を発揮します。金属フタロシアニンを前駆体とするこの

触媒は、従来報告されている金属フタロシアニン系AEMFCカソードの中で最高の性能

を示しており、その効率は従来の白金系触媒に匹敵します。AEMFCは、アルカリ性環

境で動作するため、白金以外の触媒を使用できる可能性を秘めており、今回のブレーク

スルーはその潜在能力を最大限に引き出すものです。研究チームは、触媒のナノ構造を

最適化し、活性サイトの増加と物質輸送抵抗の低減を実現することで、この高出力を達

成しました。

背景・業界文脈

燃料電池は、クリーンなエネルギー変換技術として期待されていますが、その普及を妨

げる主要な要因の一つが高価な白金触媒の使用でした。白金フリー触媒の開発は、燃料

電池の製造コストを大幅に削減し、特に自動車や定置用電源としての実用化を加速させ

る上で不可欠な課題です。AEMFCは、プロトン交換膜燃料電池（PEMFC）とは異な

り、アニオン（水酸化物イオン）が膜を介して移動するため、より多様な非白金触媒の

使用が可能です。今回の成果は、この分野における長年の課題を解決するものであり、

燃料電池産業に大きな影響を与えると考えられます。



今後の展望

この白金フリー触媒の開発は、燃料電池の商業化と大規模展開に向けた重要なマイルス

トーンとなります。研究チームは今後、触媒の長期安定性の向上とスケールアップ技術

の確立に注力する予定です。この技術が実用化されれば、より安価で持続可能な燃料電

池システムが実現し、水素社会の実現に大きく貢献することが期待されます。特に、再

生可能エネルギー源と組み合わせることで、クリーンな電力供給と脱炭素化を強力に推

進する基盤技術となるでしょう。

元記事: https://www.aseanmachine.com/en/news/new-blue-catalyst-breaks-fuel-cell-

efficiency-records-l0ap

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.aseanmachine.com/en/news/new-blue-catalyst-breaks-fuel-cell-efficiency-records-l0ap
https://www.aseanmachine.com/en/news/new-blue-catalyst-breaks-fuel-cell-efficiency-records-l0ap


#03 IHFCAの技術標準とは｜極低温圧縮水素など4項目

の策定開始と目的

概要

国際水素燃料電池協会（IHFCA）が、水素技術に関する4つの新しい技術標準の開発

を正式に開始しました。これには、極低温圧縮水素、定置型固体水素貯蔵、燃料電池

トラック用水素交換システム、および分散型発電用金属水素化物貯蔵が含まれます。

これらの標準化の取り組みは、グローバルな技術要件を統一し、国際貿易における障

壁を低減することを目的としています。水素市場の急速な成長を背景に、規制のギャ

ップを埋め、産業の健全な発展を促進する上で極めて重要な一歩となります。

公開日 2026年09月30日  Wisevoter / Gasgoo  中国



詳細

主要成果

国際水素燃料電池協会（IHFCA）は、水素エネルギー技術の普及と安全性を促進するた

め、4つの重要な技術標準の開発を正式に開始しました。これらの標準は、水素の貯

蔵、輸送、および利用に関するグローバルな課題に対処することを目的としており、国

際的な技術要件の統一と貿易障壁の低減を目指しています。

技術・臨床詳細

今回開発が開始された4つの技術標準は以下の分野を対象としています。

極低温圧縮水素（Cryo-Compressed Hydrogen）: これは、特に輸送用途にお

いて、より高密度で安全な水素貯蔵ソリューションを実現するための標準です。液体

水素と高圧気体水素の両方の利点を組み合わせることで、航続距離の延長や貯蔵効率

の向上が期待されます。

定置型固体水素貯蔵（Stationary Solid Hydrogen Storage）: 産業用および家

庭用定置型アプリケーションにおける安全で効率的な水素貯蔵システムに関する標準

です。金属水素化物などの材料を用いることで、コンパクトかつ高容量の貯蔵が可能

になります。

燃料電池トラック用水素交換システム（Hydrogen Exchange Systems for

Fuel Cell Trucks）: 燃料電池トラックの迅速な燃料補給を可能にする、標準化さ

れた水素交換（スワップ）システムに関する標準です。これは、充電ステーションイ

ンフラが未発達な地域での普及を加速させることが期待されます。

分散型発電用金属水素化物貯蔵（Metal Hydride Storage for Distributed

Power Generation）: 小規模な分散型電力システムにおいて、水素を安全かつ安

定的に貯蔵・供給するための金属水素化物技術の標準です。これは、再生可能エネル

ギーと連携したオフグリッドシステムや非常用電源での利用に貢献します。

これらの標準化は、異なる国や地域間で技術的な互換性を確保し、水素関連製品やサー

ビスの国際的な流通を容易にすることで、市場の成長を加速させる基盤となります。



背景・業界文脈

水素エネルギーは、気候変動対策とエネルギー安全保障の鍵となる技術として世界的に

注目されています。しかし、その広範な導入には、安全性、コスト、インフラ、そして

国際的な標準化が不可欠です。これまで、各国が個別の規制や標準を設けてきたため、

国際的なサプライチェーンの構築や技術移転が課題となっていました。IHFCAによる今

回の標準化推進は、こうした課題を克服し、水素経済のグローバルな統合を促進するた

めの重要なステップです。特に、燃料電池車の普及や、大規模な水素インフラプロジェ

クトの進展には、共通の技術基盤が不可欠であり、今回の取り組みはその土台を築くも

のとなります。

今後の展望

これらの標準が策定され、国際的に採用されることで、水素技術の研究開発、製品製

造、およびインフラ展開がさらに加速されるでしょう。特に、コスト効率の高い生産、

安全な貯蔵、そして多様な用途への適用が可能となることで、水素燃料電池技術の商用

化が一段と進むことが予想されます。将来的には、これらの標準が新たな産業を創出

し、グローバルな水素サプライチェーンの効率化と持続可能性に大きく貢献すると期待

されています。

元記事: https://autonews.gasgoo.com/articles/ev/international-hydrogen-fuel-cell-association-

initiates-four-standards-including-cryo-compressed-hydrogen-2105205226604027905

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://autonews.gasgoo.com/articles/ev/international-hydrogen-fuel-cell-association-initiates-four-standards-including-cryo-compressed-hydrogen-2105205226604027905
https://autonews.gasgoo.com/articles/ev/international-hydrogen-fuel-cell-association-initiates-four-standards-including-cryo-compressed-hydrogen-2105205226604027905


#04 ReverionのSOFC性能｜電気効率74.2%達成と1

億7500万ドルの調達

概要

Reverion社は、炭素負の発電プラントを10倍に拡大するため、1億7500万ドル（約1

億5300万ユーロ）を調達しました。同社の固体酸化物燃料電池（SOFC）技術は、顧

客運用下のプラントで世界記録となる74.2%の電気効率を実証しています。このシス

テムは、電解槽としても機能し、余剰電力を貯蔵可能なガスに変換できるリバーシブ

ルな特徴を持つため、エネルギー貯蔵と利用の柔軟性を劇的に向上させます。この大

型資金調達は、Reverionの技術がエネルギー産業の脱炭素化と効率向上に貢献する大

きな可能性を示しています。

公開日 2026年09月29日  OneStop ESG  ドイツ



詳細

主要成果

ドイツのクリーンエネルギー企業Reverion社は、炭素負の発電プラントを現在の規模

から10倍に拡大するという野心的な計画を推進するため、1億7500万ドル（約1億

5300万ユーロ）の資金調達に成功しました。同社のコア技術である固体酸化物燃料電

池（SOFC）システムは、顧客運用下のプラントで世界記録となる74.2%という驚異的

な電気効率を達成しています。

技術・臨床詳細

Reverionの固体酸化物燃料電池（SOFC）技術は、ガス燃料（天然ガス、バイオガス、

水素など）を直接、電気化学反応を通じて電力に変換することで、非常に高い効率を実

現します。一般的な火力発電所が50～60%程度の効率であるのに対し、Reverionの

SOFCは74.2%という世界記録を達成しており、これは燃料からより多くの電力を引き

出すことを意味します。この高効率は、燃料消費量を削減し、運用コストと排出量を大

幅に低減します。さらに、Reverionのシステムは「リバーシブル」な特徴を持っていま

す。すなわち、燃料電池としてガスから電力を生成するだけでなく、固体酸化物電解槽

（SOEC）として機能し、余剰電力を利用して水を分解し、水素などの貯蔵可能なガス

に変換できます。この双方向機能により、再生可能エネルギーの変動性を管理し、エネ

ルギー貯蔵ソリューションとしての価値を高めることができます。

背景・業界文脈

世界のエネルギー産業は、脱炭素化とエネルギー効率の向上という二重の課題に直面し

ています。特に、再生可能エネルギーの導入拡大に伴い、その変動性に対応するための

効率的なエネルギー貯蔵と柔軟な電力供給システムが不可欠となっています。Reverion

のSOFC/SOEC技術は、高効率発電とエネルギー貯蔵を一台のシステムで実現すること

で、これらの課題に対する革新的なソリューションを提供します。74.2%という世界記

録の電気効率は、従来の発電技術に対する明確な優位性を示しており、炭素負の運用が

可能な点（バイオガス利用時）は、気候変動対策への貢献も大きいと言えます。この技

術は、産業、商業、さらには分散型発電において、持続可能で経済的な電力供給の未来

を切り開く可能性を秘めています。



今後の展望

今回の1億7500万ドルの資金調達により、Reverion社は炭素負発電プラントの生産能

力を大幅に拡大し、市場への展開を加速させることになります。SOFC/SOEC技術のさ

らなるスケールアップとコスト削減が進めば、より多くの企業や地域で採用される可能

性が高まります。ドイツはクリーンエネルギー技術の開発に積極的な国であり、

Reverionの成功はドイツのエネルギー転換戦略の象徴となるでしょう。この技術が広

く普及することで、世界のエネルギーミックスにおける水素および合成ガスの役割が強

化され、持続可能な未来への移行が加速されることが期待されます。

元記事: https://onestopesg.com/esg-news/reverion-series-b-fuel-cell

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://onestopesg.com/esg-news/reverion-series-b-fuel-cell


#05 ReverionのSOEC/SOFC｜電気効率74.2%達成と

メガファクトリー建設

概要

Reverion社は、固体酸化物電解槽（SOEC）および固体酸化物燃料電池（SOFC）技

術を基盤としたメガファクトリーを建設するため、1億5000万ユーロを超える資金を

調達しました。同社は、顧客サイトで稼働中のプラントで、火力発電所としては世界

記録となる74.2%の電気効率を達成したと発表しています。このリバーシブルシステム

は、電力需要時にはガスから発電し、余剰電力がある場合には電解槽として電気を貯

蔵可能なガスに変換でき、エネルギーの柔軟な管理と脱炭素化を可能にします。この

大規模な資金調達は、Reverionの革新的な技術の商業化と生産能力の大幅な拡大を加

速させるものです。

公開日 2026年09月30日  Munich Startup Platform  ドイツ



詳細

主要成果

Reverion社は、固体酸化物電解槽（SOEC）および固体酸化物燃料電池（SOFC）技術

を活用した「メガファクトリー」の建設を目指し、1億5000万ユーロを超える大規模な

資金調達を完了しました。同社は、既存の顧客サイトで稼働しているプラントにおい

て、火力発電設備として世界最高の74.2%という驚異的な電気効率を達成したと公表し

ています。

技術・臨床詳細

Reverionの核となる技術は、高効率なSOFCとSOECのリバーシブルシステムです。

SOFCモードでは、天然ガス、バイオガス、または純粋な水素などの燃料を電気化学的

に直接電力に変換し、世界記録レベルの電気効率74.2%を実現します。これは、従来の

コンバインドサイクル発電所を大きく上回る性能であり、燃料消費量とCO2排出量の大

幅な削減に貢献します。一方、SOECモードでは、再生可能エネルギーからの余剰電力

を利用して水を電気分解し、高純度の水素を生成します。この水素は貯蔵され、電力需

要が高い時にSOFCモードで再び電力に変換することができます。この双方向機能によ

り、再生可能エネルギーの変動性に対応し、電力系統の安定化に貢献するだけでなく、

長期的なエネルギー貯蔵ソリューションとしての可能性も広げます。この技術の最大の

利点は、単一のモジュールで発電と水素製造の両方を高効率で行える点にあります。

背景・業界文脈

世界のエネルギー市場は、持続可能性と効率性を両立させるソリューションを強く求め

ています。特に、再生可能エネルギーの導入拡大は、電力供給の変動性という新たな課

題を生み出しており、これに対処するためには、高効率な変換と柔軟な貯蔵能力が不可

欠です。ReverionのSOEC/SOFC技術は、この課題に対する最適な答えの一つを提供

します。単体で74.2%という世界最高の電気効率は、エネルギー変換効率の限界を押し

広げ、運用コストと環境負荷の削減に直接つながります。また、電解槽としても機能す

ることで、再生可能エネルギーの余剰電力を水素という形で「価値のあるエネルギー」

に変えることができ、エネルギーシステムのレジリエンスを高めます。この技術は、ド

イツが掲げる「Energiewende（エネルギー転換）」、すなわち化石燃料からの脱却と再

生可能エネルギーへの移行を加速させる上で重要な役割を果たすと期待されています。



今後の展望

今回の1億5000万ユーロを超える資金調達は、Reverionがミュンヘン近郊にメガファ

クトリーを建設し、SOEC/SOFCシステムの生産を大幅にスケールアップするための強

力な後押しとなります。生産能力の拡大は、製品コストの削減と市場への迅速な供給を

可能にし、より広範な産業および商業アプリケーションでの採用を促進するでしょう。

この革新的な技術がさらに普及することで、分散型エネルギーシステム、スマートグリ

ッド、および水素エコノミーの構築が加速され、グローバルな脱炭素化目標達成に大き

く貢献することが期待されます。Reverionの成功は、世界のエネルギー転換における技

術革新の可能性を示す好例となるでしょう。

元記事: https://www.munich-startup.de/en/news/150-millionen-euro-fuer-reverion-

megafactory

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.munich-startup.de/en/news/150-millionen-euro-fuer-reverion-megafactory
https://www.munich-startup.de/en/news/150-millionen-euro-fuer-reverion-megafactory


#06 AEM電解槽とは｜Power to Hydrogen、

500kW商用生産開始

概要

Power to Hydrogen (P2H2)は、ベルギーのアントワープ・ブルージュ港で500kW

のAEM電解槽システムによる商用グリーン水素生産を開始しました。これは、250kW

AEMスタックの初の商用展開であり、年間最大70トンのグリーン水素を生産し、地域

のモビリティおよび産業顧客に供給する予定です。このシステムは、50,000時間以上

のスタック寿命と2 mV/kHrの低劣化率、さらにイリジウムフリー触媒の使用という

画期的な技術的成果を実証しています。これらの進歩は、グリーン水素生産のコスト

削減と持続可能性向上に大きく貢献し、広範な商用導入への道を開くものです。

公開日 2026年09月24日  Power to Hydrogen  ベルギー



詳細

主要成果

Power to Hydrogen (P2H2)は、ベルギーのアントワープ・ブルージュ港において、

500kWの先進的なAEM（アニオン交換膜）電解槽システムを稼働させ、商用規模での

グリーン水素生産を開始しました。これは同社にとって、特に250kW AEMスタックの

初の商用展開を意味し、年間最大70トンのグリーン水素を安定的に供給する能力を持つ

ことを示しています。この画期的なプロジェクトは、持続可能なモビリティおよび産業

用途向けのクリーンエネルギー供給を大きく前進させます。

技術・臨床詳細

本AEM電解槽システムは、その優れた技術的特性によって注目を集めています。具体的

には、50,000時間以上という非常に長いスタック寿命と、2 mV/kHrという極めて低

い劣化率を実現しています。これは、従来の電解槽に比べて運用コストとメンテナンス

頻度を大幅に削減できる可能性を示唆しています。さらに重要なのは、高価で希少な貴

金属であるイリジウムを使用しない「イリジウムフリー触媒」を採用している点です。

これにより、製造コストの削減とサプライチェーンの安定化に寄与し、グリーン水素の

経済性を飛躍的に向上させます。また、30 barの水素出力を直接生成できるため、後段

の圧縮プロセスにかかるエネルギーも抑制可能です。

背景・業界文脈

現在、グリーン水素の生産コストは、その普及における主要な課題の一つとなっていま

す。特に、PEM（プロトン交換膜）電解槽などで触媒として使用されるイリジウムなど

の貴金属は、その価格高騰がコストアップの要因となっていました。P2H2のイリジウ

ムフリーAEM技術は、この課題に対する強力なソリューションを提供し、グリーン水素

の商業的実行可能性を高めます。アントワープ・ブルージュ港は、欧州の主要な産業拠

点であり、脱炭素化が喫緊の課題となっています。本プロジェクトは、地域の産業セク

ターや輸送部門へのグリーン水素供給を可能にし、欧州全体の脱炭素目標達成に貢献す

る重要な一歩となります。



今後の展望

P2H2の商用稼働開始は、AEM電解槽技術の成熟度と市場投入能力を明確に示しまし

た。今後、この実績を基に、より大規模なプロジェクトへの展開が期待されます。イリ

ジウムフリー技術と優れた耐久性は、グリーン水素の生産コストをさらに引き下げ、そ

の競争力を高めるでしょう。これは、水素エコノミーの加速、特にモビリティ、鉄鋼製

造、化学産業といった脱炭素化が困難なセクターにおけるグリーン水素の普及に大きな

影響を与えると考えられます。P2H2は、高効率で費用対効果の高いグリーン水素ソリ

ューションを提供することで、グローバルなエネルギー転換を牽引する存在となる可能

性を秘めています。

元記事: https://www.portofantwerpbruges.com/en/news/power-hydrogen-begins-commercial-

green-hydrogen-production

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.portofantwerpbruges.com/en/news/power-hydrogen-begins-commercial-green-hydrogen-production
https://www.portofantwerpbruges.com/en/news/power-hydrogen-begins-commercial-green-hydrogen-production


#07 IVECOとトヨタの水素トラック｜300kW搭載、

2027年路上試験へ

概要

IVECOとトヨタは、次世代燃料電池技術を搭載した長距離水素トラックの開発を加速

しています。目標は、900km以上の航続距離、300kWの燃料電池システム、25,000

時間以上の耐久性を達成し、バッテリー容量を半減させつつ車両重量を軽量化するこ

とです。2026年第4四半期に試験を開始し、2027年前半には路上試験が予定されて

おり、欧州の脱炭素化された重輸送分野に大きな影響を与えることが期待されます。

公開日 2026年09月28日  IVECO / Empower Project  イタリア



詳細

主要成果

IVECOとトヨタは、次世代燃料電池技術を統合した長距離走行可能な水素トラックの開

発において大きな進展を見せています。この共同プロジェクトは、900km以上の航続

距離、300kWの燃料電池システム、25,000時間を超える耐久性を実現し、同時にバッ

テリー容量を半減させ、車両全体の軽量化を目指しています。最初の試験は2026年第4

四半期に開始され、2027年前半には路上試験が行われる予定です。

技術・臨床詳細

開発中の水素トラックは、トヨタの最新燃料電池スタック技術とIVECOの商用車プラッ

トフォームを組み合わせています。300kWの燃料電池システムは、高いエネルギー変換

効率と迅速な充填時間を可能にし、ディーゼル車に匹敵する運航柔軟性を提供します。

航続距離900km以上という目標は、水素貯蔵技術の最適化と車両全体のエネルギーマ

ネジメントシステムの高度化によって達成されます。また、バッテリー容量の半減と軽

量化は、積載量の増加と燃費効率の向上に直結し、運行コストの削減にも寄与します。

背景・業界文脈

重輸送分野は、世界のCO2排出量において大きな割合を占めており、脱炭素化が喫緊の

課題となっています。バッテリーEVトラックは短・中距離輸送には適していますが、長

距離輸送では航続距離、積載量、充電時間において課題が残ります。水素燃料電池トラ

ックは、その課題を解決する有力な選択肢として注目されており、迅速な燃料補給とゼ

ロエミッション運航を両立させます。IVECOとトヨタの提携は、欧州における水素イン

フラの整備と規制動向を背景に、実用的なゼロエミッション重トラックの市場投入を目

指すものです。

今後の展望

2027年前半の路上試験は、この次世代水素トラックの実用性と信頼性を検証する重要

なステップとなります。もし目標性能が達成されれば、長距離輸送における水素燃料電

池トラックの普及が加速し、ディーゼル車からの移行を強力に推進するでしょう。この

技術は、欧州の「フィット・フォー・55」パッケージなど、より厳しい排出ガス規制

への対応に不可欠であり、持続可能な物流システム構築の鍵を握っています。



元記事: https://truckandfleetme.com/news/iveco-and-toyota-target-longer-range-hydrogen-

trucks-with-next-generation-fuel-cell-technology/

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://truckandfleetme.com/news/iveco-and-toyota-target-longer-range-hydrogen-trucks-with-next-generation-fuel-cell-technology/
https://truckandfleetme.com/news/iveco-and-toyota-target-longer-range-hydrogen-trucks-with-next-generation-fuel-cell-technology/


#08 SwRIの水素エンジン｜中型商用車向け、ディーゼル

同等性能を実現

概要

サウスウエスト研究所（SwRI）は、中型商用車向けに最適化された火花点火式水素内

燃機関（ICE）の開発を完了し、排気ガスからの二酸化炭素排出をほぼゼロに抑えなが

ら、ディーゼルエンジンに匹敵するトルクと性能を実現しました。この画期的な技術

は、ポート形状の最適化、大型吸気バルブ、水素専用燃料噴射装置、ターボチャージ

ャーなどの具体的な設計変更によって達成されました。これにより、商用車部門にお

ける脱炭素化が大きく前進し、環境負荷の低い高性能な輸送ソリューションの実現が

期待されます。今回の成功は、水素ICE技術の商業的実現可能性を高める重要なマイル

ストーンとなります。

公開日 2026年10月01日  IndexBox  アメリカ



詳細

主要成果

サウスウエスト研究所（SwRI）は、中型商用車向けに最適化された革新的な火花点火

式水素内燃機関（ICE）の開発を完了し、ディーゼルエンジンに匹敵するトルクと性能

を発揮しながら、排気ガスからの二酸化炭素排出をほぼゼロに抑えることに成功しまし

た。これは、既存の商用車フリートの脱炭素化に向けた重要な一歩であり、持続可能な

輸送ソリューションへの移行を加速させる可能性を秘めています。

技術詳細

この新型水素エンジンは、燃焼効率と排出ガス性能を最大化するために、複数の技術的

改良が施されています。具体的な設計変更点としては、最適化されたポート形状、より

大型の吸気バルブ、水素燃料に特化した燃料噴射装置、そして性能を向上させるための

ターボチャージャーが挙げられます。これらの改良により、従来のディーゼルエンジン

が提供する堅牢なトルク特性を維持しつつ、燃料として水素を利用することで、排出ガ

ス中のCO2を劇的に削減します。これにより、従来のエンジン製造設備を一部活用しな

がら、環境性能を大幅に向上させることが可能です。

背景・業界文脈

世界的に排出ガス規制が強化される中、商用車部門における脱炭素化は喫緊の課題とな

っています。バッテリーEVや燃料電池車も開発が進む一方で、水素ICEは既存のディー

ゼルエンジンのサプライチェーンやインフラを比較的活用しやすいという利点がありま

す。SwRIのこの成果は、特に中距離輸送において、即座に導入可能なゼロエミッション

ソリューションとして、自動車メーカーやフリート事業者にとって魅力的な選択肢とな

るでしょう。ディーゼルエンジンからの移行パスとして、コスト効率と性能のバランス

を提供します。



今後の展望

SwRIは、この最適化された水素エンジン技術をさらに発展させ、幅広い商用車用途へ

の適用を目指しています。この技術は、特にディーゼルエンジンの代替として、高い負

荷容量と長距離走行が求められる中型トラック市場において、重要な役割を果たすと期

待されます。今後の商用化に向けたパートナーシップやさらなる実証試験が、水素ICE

技術の普及を加速させる鍵となるでしょう。

元記事: https://www.indexbox.io/blog/swri-completes-optimized-hydrogen-engine-for-

medium-duty-trucks/

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.indexbox.io/blog/swri-completes-optimized-hydrogen-engine-for-medium-duty-trucks/
https://www.indexbox.io/blog/swri-completes-optimized-hydrogen-engine-for-medium-duty-trucks/


#09 東風汽車の水素商用車｜最大400kW、航続距離

800km超の性能

概要

東風汽車はハノーバーで、120kW、150kW、400kWの3種類の燃料電池スタックを

搭載した水素商用車の「フルファミリー」を発表しました。これらの車両は、最大効

率65%、質量出力密度1,350W/kg、サービス寿命33,000時間以上、最低動作温

度-40℃という優れた性能を誇ります。さらに、500～800kmの航続距離と多様な水

素貯蔵システム（260L/35MPa、400L/70MPa）を備えており、中国の水素モビリ

ティにおける技術リーダーシップを明確に示しています。

公開日 2026年10月01日  Chinese Truck Review  中国



詳細

主要成果

東風汽車は、ハノーバーで開催された見本市で、出力範囲が120kWから400kWに及

ぶ、革新的な水素商用車の「フルファミリー」を発表しました。これらの車両は、最大

65%という高い燃料電池効率、最大1,350W/kgの質量出力密度、33,000時間以上の

サービス寿命、そして-40℃という低温環境での動作能力を特徴としています。この発

表は、東風汽車が水素燃料電池技術の商用化において世界的な競争力を確立しつつある

ことを示しています。

技術詳細

今回発表された水素商用車シリーズには、用途に応じて120kW、150kW、400kWの3

種類の燃料電池スタックが搭載されています。これらのスタックは、システム全体の効

率が64～65%と非常に高く、エネルギー変換ロスを最小限に抑えます。質量出力密度

は547～1,350W/kgの範囲にあり、車両への搭載性や軽量化に貢献します。特に注目

すべきは、33,000時間以上という長いサービス寿命と、-40℃という極めて低い温度で

の動作保証であり、これは幅広い気候条件下での信頼性と耐久性を示唆しています。航

続距離は500kmから800kmに及び、長距離輸送のニーズに対応します。水素貯蔵シス

テムは、260L/35MPa（メガパスカル）および400L/70MPaの選択肢が提供され、異

なる運用シナリオに対応する柔軟性を提供します。

背景・業界文脈

中国は、国家戦略として新エネルギー車（NEV）の開発と普及を強力に推進しており、

水素燃料電池車はその重要な柱の一つです。特に商用車部門では、長距離輸送や重負荷

運搬におけるバッテリーEVの限界を補完する形で、水素燃料電池技術への期待が高ま

っています。東風汽車のような大手自動車メーカーが、高い技術基準を満たす製品ライ

ンアップを投入することは、中国国内だけでなく、国際市場における水素モビリティの

普及を加速させる上で非常に重要です。この動きは、グローバルな自動車産業における

脱炭素化競争をさらに激化させるものと見られます。



今後の展望

東風汽車が発表した水素商用車の「フルファミリー」は、中国の水素エネルギー戦略に

おける重要なマイルストーンとなります。これらの高性能車両は、物流、公共交通、特

殊車両など、多様な商用用途での水素燃料電池車の導入を促進するでしょう。特に、長

寿命と低温動作能力は、寒冷地や厳しい運用環境での水素モビリティの適用範囲を広げ

ます。今後、東風汽車はこれらの車両の量産体制を確立し、国内外での市場シェア拡大

を目指すと予想されます。これは、水素インフラの整備と相まって、持続可能な輸送シ

ステムの実現に大きく貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://ctinsa.com/ccnes/9644
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#10 純水素エンジン搭載船 紀光丸｜世界初のデモ航海、

実証結果とは

概要

大阪湾で、純粋な水素のみを燃料とするエンジンを搭載した「紀光丸」による世界初

の実証航海が成功裏に完了しました。この歴史的な航海は、水素エンジンが実際の海

上運航において実行可能かつ効率的であることを示し、ゼロエミッション船舶技術の

実現に向けた重要なマイルストーンを築きました。本プロジェクトは、日本の海事産

業における脱炭素化へのコミットメントを明確に示し、国際海運のグリーン化を加速

させる可能性を秘めています。

公開日 2026年10月01日  IndexBox  日本



詳細

主要成果

日本の船舶「紀光丸」は、大阪湾での実証航海において、世界で初めて純粋な水素を唯

一の燃料としてエンジンを稼働させることに成功しました。この画期的な成果は、海運

業界におけるゼロエミッション目標達成に向けた技術的実現可能性を明確に示し、将来

のグリーンシップ開発に道を開くものです。

技術・臨床詳細

紀光丸に搭載されたエンジンは、従来の燃料を一切使用せず、液体水素または圧縮水素

のみを燃料として使用するように特別に設計・改造されました。実証航海では、航行中

のエンジンの出力、燃費効率、排出ガス特性が詳細に評価され、純水素燃料が安定した

性能を提供することが確認されました。特に、温室効果ガスや大気汚染物質の排出量が

大幅に削減されることが実証され、海域環境保全への貢献が期待されます。今回のテス

トでは、燃料供給システム、安全性管理、エンジン制御システムの統合に関する重要な

データが収集され、今後の技術改良と商用化の基盤となります。

背景・業界文脈

国際海事機関（IMO）は、2050年までに温室効果ガス排出量を大幅に削減する目標を

掲げており、海運業界は代替燃料への移行を迫られています。水素は、燃焼時にCO2を

排出しないクリーンな燃料として、アンモニアやメタノールと並んで注目されていま

す。日本は、水素燃料供給網の構築や水素関連技術の開発において世界をリードしてお

り、今回の紀光丸による実証航海はその取り組みの象徴と言えます。この成功は、特に

離島航路や内航船など、特定の運航条件下での水素燃料船の早期導入を促進する可能性

を秘めています。



今後の展望

紀光丸の成功は、国際的な海運業界が脱炭素化へ向かう上で、水素燃料が実行可能な選

択肢であることを証明しました。今後、この技術をさらにスケールアップし、安全性、

経済性、燃料供給インフラの課題を解決するための研究開発が加速されるでしょう。日

本の海事産業は、この成果を足がかりに、世界をリードする水素燃料船の開発と実用化

を進め、持続可能な海運の未来を築くことに貢献していくことが期待されます。国際的

な協力と政策支援が、この革新的な技術の普及をさらに後押しするでしょう。

元記事: https://www.indexbox.io/blog/japans-kiko-maru-completes-world-first-hydrogen-only-

engine-demonstration-voyage-in-osaka-bay/
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